
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度  

全国学力学習状況調査の分析 

千歳市立祝梅小学校 
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 令和４年１１月１１日 

保護者の皆さまへ 

千歳市立祝梅小学校 

校 長 岩﨑 愛彦 

令和４年度全国学力・学習状況調査の自校分析及び改善策について（お知らせ） 

 

 晩秋の候、保護者の皆さまには、日頃より本校の教育活動にご支援、ご協力を賜り、心より感

謝申し上げます。 

 さて、今年度の全国学力・学習状況調査を自校で分析したもの、その改善策等についてお知ら

せいたします。つきましては、これらの課題改善に努め、児童に確かな学力、生きる力を身につ

けさせたいと考えておりますので、今後もご理解とご協力をよろしくお願いいたします 

 

１．教科に関する調査結 

※青字は全国平均を上回っているもの、赤字は下回っているものです。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語 

右のグラフは国語を領域別に表

し、全国の平均正答率を 100 とした

時の本校の正答率との関係を示して

います。「我が国の言語文化に関する

事項」以外は、ほぼ全国平均程度ま

たは超える結果となりました。 
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【国語の分類：思考力・判断力・表現力における各区分の結果】 

話すこと・聞くこと 

この区分の正答率は、全国や全道と比べてもほぼ同様となっています。今回は、「互いの立場や

意図を明確にしながら計画的に話し合い、自分の考えをまとめことができるか」という問題です。

つまり、今後も互いの立場や考えを尊重しながらも、自分の考えを広げたり、まとめたりすることが大切

になります。 

 

読むこと 

この内容は、平均正答率は、全国・全道と比べても高い結果となりました。今回は、「物語を読

み、登場人物の気持ちや相互関係に着目して、物語の全体像を想像したり、表現の効果を考えた

りすることができるか」という問題です。そして、今回の「読むこと」が設定された全ての問題

において全国平均正答率を上回る結果となりました。物語などを読む際には、「構造と内容の把握」

「精査・解釈」に関する指導事項の系統を踏まえて指導することが重要となります。今後も「構

造と内容の把握」でいうと、１・２学年では場面の様子や登場人物の行動などを、３・４学年では登場

人物の行動や気持ち、５・６学年では登場人物の相互関係や心情を捉えられるようにすること。「精査・

解釈」でいうと、１・２学年では登場人物の行動を、３・４学年では登場人物の気持ちの変化や性格、背

景を具体的に想像したり、５・６学年では人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効

果を考えたりすることが大切であると考えられます。 

 

書くこと 

 「書くこと」については、全国平均正答率に対して、相当高い結果となりました。今回は、「文

章全体の構成に着目して文章を整えたり、文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよ

いところを見つけたりすることができるか」という問題でしたが、「文章全体の構成や書き表し方

に着目して文や文章を整える」という問題では、全国平均正答率よりも高い数値となりました。

ただ正答率は、区分の中で最も低く、やはり全国的にも苦手な区分であると考えられます。今後

も、読み手に自分の考えを明確に伝えるために、自分で書いた文章を読み返し、文や文章を整える取組

を継続していく取組が大切であると考えます。 
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３．二＜思考・判断・表現＞「できなかった問題」 

学級での話し合いで出した文章について 

文章の良いところを見つけ、条件に合わ 

せて書くという問いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の国語の問題で本校児童が「できなかった問題」「よくできた問

題」について紹介しますのでご覧ください。 
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【国語の分類：知識および技能における各区分の結果】 

言葉の特徴や使い方に関する事項 

本校の結果は全国平均正答率と比べて高い結果となりました。ここでは、学年別漢字配当表に

示されている漢字を文の中で正しく使うことができていることが分かります。しかしながら、「話

し言葉と書き言葉の違いを理解しているか」の問題では、全国平均正答率と比べると下回ってい

ました。話し言葉では、誤解されやすい同音異義語を避けるとよいことに気付くことができるように指

導することが必要となります。今後しっかりと取り組んでいきたいところです。 

 

我が国の言語文化に関する事項 

 この区分については全国平均正答率と比べて低い結果となりました。ここでは、漢字や仮名の

大きさ、配列に注意して書くことができるかどうかがわかります。今回は、手紙を書き直す際に、

相手の読みやすさを考え、行の中心に文字の中心をそろえて書いていることを捉えることが求め

られていました。読みやすい文や文章を書くためには、点画の書き方や文字の形に注意しながら、

筆順に従って丁寧に書くことや漢字や仮名の大きさ、配列に注意して書くことを取り組んでいき

たいところです。 

 やはり、条件に合わせて文章を書くという問題

が苦手なようです。条件をよく確認する習慣、文

章を書く練習が必要となります。主語・述語がは

っきりした短い文で、「書くこと」への抵抗を少な

くしつつ、少しずつ量を増やしたり条件を付けく

わえたりしていく取組をしていきます。 

正答率が低かった問題です。 

正答率  祝梅小  47.4%  

無解答率 祝梅小   10.5%  
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１．三＜思考・判断・表現＞「よくできた問題」 

話し合いの様子の一部で、必要なことを質問し、話し手が伝えたいことや自分が聞き

たいことの中心を捉えることができるかどうかをみる問題でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率が高かった問題です。 

正答率  祝梅小  86.8%  

無解答率 祝梅小   0.0%  

【正答】 

３、ペンキをぬり直すことが、

公園をきれいにすることにつな

がる理由 
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 話し合いでは異なる立場からの考えを聞き、様々な視点から検討した上で、自分

の考えを広げたりまとめたりする力が大切になります。今回は、主人公が何を聞き

たかったのかという話の中心を捉えることができていたと考えられます。 

【正答数の分布】 

正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合） 

棒グラフ～祝梅小  

【
国
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全
体
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結
果
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算数 

右のグラフは国語と同じように算

数を領域別に表し、全国の平均正答率

を 100 とした時の本校の正答率を示

しています。算数では、「図形」以外

の領域は、全国平均とほぼ同様となっ

ています。 

【算数：領域別の結果】 

数と計算 

16 問中 6 問出題されました。全問で正答率が全国と比べるとほぼ同様となっていました。今回は

「日常生活の問題を解決するために、目的に応じて、数量関係に着目し、数の処理の仕方を考える

ことができるか」という問題でした。算数で学習したことを基に、日常的に起こりそうな課題を解

決できるかどうかが試されています。今回は、示された場面を解釈し、除法で求めることができる

理由を言葉と数を用いて記述ができるかどうかの問題が全国平均正答率を大きく下回る結果とな

りました。問題場面の数量関係から、除法が用いられる場面であることを判断すること、その計算

の課程で四捨五入や切り捨てなどの数の処理の仕方ができることなどが求められていました。今後

も、除法に限らず、四則計算や基礎・基本の確実な習得などが大切であると考えられます。 

 

図形 

 16 問中４問出題されました。全問で正答率は全国と同様でした。今回は「図形を構成する要素

に着目して、図形の意味や性質について理解したり、図形の意味や性質を基に図形の構成の仕方に

ついて考察したりすることができるか」という問題でした。この中で、「正三角形の意味や性質を

基に、回転の大きさとしての角の大きさに着目し、正三角形の構成の仕方について考察し、言葉と

数を用いて記述できるか」という問題と、「示された作図を作図の手順を基に図形を構成する要素

に着目し平行四辺形であることを判断できるか」という問題は、全国平均正答率より下回っていま

した。今後の図形の学習では、図形の意味の理解や図形の性質を確かめられるようにするため、図

形に関わる数学的活動を通して、知識・技能を身につけることが大切であると考えます。 

 

変化と関係 

 16 問中４問出題されました。全問で正答率は全国と比べるとほぼ同様となっていました。今回

は「問題場面の数量関係に着目し、基準量、比較量、割合の関係や伴って変わる二つの数量関係に

ついて考察できるか」という問題でした。中でも、「伴って変わる二つの数量関係が比例の関係で

あることを用いて未知の数量の求め方と答えを記述できるか」の問題については、全国平均正答率

よりも大きく下回っていました。今後は、日常の具体的な場面に対応させながら割合について理解し

たり、図や式などを用いて基準量と比較量の関係を表したりすることができるようにすることが大切で

あると考えます。 

 

データの活用 

 16 問中 5 問出題されました。全問で正答率は全国と比べるとほぼ同様となっていました。今回

は「日常生活の問題を解決するために、目的に応じて表やグラフを読み取り、データの特徴や傾向

を捉え考察できるか」という問題でした。今後も、表の意味、グラフの特徴を理解し、目的に応じて、

表やグラフに表したり、表やグラフからデータの特徴や傾向を読み取ったりすることができるようにする

ことが大切であると考えます。 
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２．（3）＜Ｃ変化と関係＞「できなかった問題」 

 りんごの果汁が２０％ふくまれている飲み物５００㎖を２人で分けると等しく分けると１人

分は２５０㎖になります。 

 ２５０㎖の飲み物にふくまれている果汁の割合についてまとめた時、  に当てはまる文を選

択する問題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の算数の問題で本校児童が「できなかった問題」「よくできた問

題」について紹介しますのでご覧ください。 

２５０㎖は、５００㎖の１／２の量です。 

このとき                      ○ア  

苦手な子が多い割合の問題です。具

体的な場面を考えながら理解できるよ

うに、図や数直線等で表現できるよう

になる必要があります。教科書に出て

くる基本問題を確実に解けるようにし

ていきたいと思います。 

正答率が低かった問題です。 

正答率  祝梅小 31.6%  

無解答率 祝梅小 0.0%   

【正答】 

３、飲み物の量が１／２になって

も、果汁の割合は変わりません。 
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４．（２）＜B図形＞「よくできた問題」 
 コンピュータを用いて、正方形を作図するプログラムの一部をかえて、長方形のものにする

ために空欄に数値を入れ、プログラムを完成させる問題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図形を構成する要素に着目して、図形の意味や

性質について理解したり、図形の意味や性質を基

に図形の構成の仕方について考察したりするこ

とができるかどうかを見る問題でした。今回は長

方形を構成する要素に着目し、その意味や性質、

構成の仕方を理解している児童が９割近くいま

した。今後も様々な図形についての基礎・基本を

しっかりと身につけさせていきたいと思います。 

【正答】 

ア３ 

イ５ 

正答率が高かった問題です。 

正答率  祝梅小 86.6%  

無解答率 祝梅小 2.6%   
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正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合） 

棒グラフ～祝梅小  

【正答数の分布】 

【
算
数
：
全
体
的
な
結
果
】 

・
算
数
の
平
均
正
答
率
は
、
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均
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と
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理科 

右のグラフは国語や算数と同じよ

うに理科を領域別に表し、全国の平

均正答率を 100 とした時の本校の正

答率を示しています。理科では、「生

命」以外の領域は全国平均と比べ、ほ

ぼ同様となっています。 

【理科：領域別の結果】 

エネルギー 

17 問中 4 問出題されました。全問で正答率が全国と比べると若干上回っていました。今回は「日

光は直進することを理解しているかどうか」、「問題に対するまとめを導き出すことができるよう

に、実験の課程や得られた結果を適切に記録しているかどうか」、「自分で発想した実験の方法と、

追加された情報を基に、実験の方法を検討して、改善し、自分の考えを持つことができ、実験で得

た結果を、問題の視点で分析して、解釈し、自分の考えをもち、その内容を記述できるかどうか」

という問題でした。今後も習得した知識を、次の学習や生活に生かすことができるようにすることの重要

性について意識して授業改善を進めていくことが大切であると考えます。 

 

粒子 

 17 問中 5 問出題されました。全問で正答率は全国と比べるとやや高くなっていました。今回は

「メスシリンダーという器具を理解し、メスシリンダーの正しい扱い方を身につけているかどう

か」、「自分で発想した予想と、実験結果を基に、問題に対するまとめを検討して、改善し、自分の

考えを持つことができるかどうか」、「自然の事物・事象から得た情報を、他者の気付きの視点で分

析、解釈し、自分の考えをもち、その内容を記述できるかどうか」という問題でした。今後も、児

童同士が話し合う中で、比較の考え方を働かせながら、自分や他者の気付きを基に、差異点や共通点を

捉え、新たな問題を見出していくような場面を設定することや、観察、実験などの方法を具体的に見通

そうとすることを価値づけることの重要性について意識して授業改善していく必要があると考えられま

す。 
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３．（１）＜Ａ物質・エネルギー＞「できなかった問題」 

 図の位置から鏡の向きを変え、それ 

ぞれが日光をはね返し、途中の型を切 

り抜かれた段ボールの板にあてた時、 

壁の左側にある的に三角形の光を当て 

ることができたのはだれかを問う問題 

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の理科の問題で本校児童が「できなかった問題」「よくできた問

題」について紹介しますのでご覧ください。 

【正答】 

３、かつやさん 

正答率が低かった問題です。 

正答率  祝梅小 26.3%  

無解答率 祝梅小 0.0%   

生命 

 17 問中 5 問出題されました。全問で正答率は全国平均と比べるとほぼ同様という結果となりま

した。今回は「問題を解決するために必要な観察の視点を基に、問題を解決するまでの道筋を構想

し、自分の考えを持つことができたり、自分で行った観察で収集した情報と追加された情報を基に、

問題に対するまとめを検討して、改善し、自分の考えをもち、その内容を記述できたりするかどう

か」という問題でした。今後は、記録の整理の仕方を工夫して、互いの結果を比較しやすくするよう促

したり、意見交換の場を設定したりして、児童が他者の考えや意見を受け入れ、様々な視点から自分

の考えを柔軟に見直し、その妥当性を検討できるようにすることの重要性について意識して授業改善し

ていく必要があると考えられます。 

 

地球 

 17 問中 5 問出題されました。全問で正答率は全国と比べるとほぼ同様となりました。今回は「観

察で得た結果を、問題の視点で分析して解釈し、自分の考えを持つことができるかどうか」、 

「予想が確かめられた場合に得られる結果を見通して、問題を解決するまでの道筋を構想し、自分

の考えを持つことができるかどうか」、「観察などで得た結果を、結果からいえることの視点で分析、

解釈し、自分の考えを持つことができるかどうか」、「水は水蒸気になって空気中に含まれているこ

とを理解しているかどうか」という問題でした。今後も、観察、実験などの結果を分析して解釈し、

自分の考えをもつことができるようにするために、問題を把握することや既習の内容や生活体験と関

連付けることができるようにすることで、問題に正対した結論を導き出すことを意識して授業改善し

ていく必要があると考えます。 
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２．（１）＜Ａ物質・エネルギー＞「よくできた問題」 

 「砂糖水や食塩水がすべて凍る温度は水がすべて凍る温度より低いかどうか」という問題を解

決のための実験の器具の名前に関する問題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率が高かった問題です。 

正答率  祝梅小 94.7%  

無解答率 祝梅小 2.6%   

【正答】 

メスシリンダー 

 

 鏡を操作して反射させた日光を、光の性質を基に反射させた日光の進み方として考

えさせる問題で、本校は全国平均正答率と比べてほぼ同様となりました。まずは、日光

は直進することを理解していることが求められます。習得した知識を次の学習や生活

などに生かすことができるようにすることの重要性について意識して授業改善してい

きます。 
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 砂糖水と食塩水をつくるために、水をはかり取る時に、一定量の水の体積をはか

りとる器具の名称について問う問題です。この問題は、全国平均正答率と比べると、

本校の正答率は大きく上回る結果となりました。器具の名称を確認し、それを使用

する場面を設定するなど器具や機器などの使用目的と操作の仕方などを理解する

こと、それらを踏まえ、定性と定量といった視点で物事を捉え、目的に応じた実験

を行い、知識や技能を高めながら、問題を解決していくことについて意識してさら

なる授業改善に取り組みます。 

正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合） 

棒グラフ～祝梅小  

【正答数の分布】 

【
理
科
：
全
体
的
な
結
果
】 

・
理
科
の
平
均
正
答
率
は
、
全
国
平
均
正
答
率

と
比
較
す
る
と
、
ほ
ぼ
同
様
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た
。 

・
十
七
問
中
十
三
～
十
七
問
（
全
体
の
八
割
以

上
）
の
正
答
数
の
割
合
は
、
全
国
と
比
べ
る
と

ほ
ぼ
同
様
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。 

・
十
七
問
中
〇
～
五
問
（
全
体
の
三
割
以
下
）

の
正
答
数
の
割
合
は
、
全
国
平
均
と
比
べ
る

と
、
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

・
標
準
偏
差
に
つ
い
て
は
、
全
国
全
道
と
比
べ

て
平
均
か
ら
の
散
ら
ば
り
が
小
さ
く
、
よ
り

平
均
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。 
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２．児童質問紙より 

 （１）特徴的な結果 

毎年、６年生の全国学力・学習状況調査では、試験の後に児童質問紙があり、児童の

生活習慣に関する調査も行っています。今年度の状況について特徴的な部分をお知らせ

します。（△の項目には、改善策を示すアルファベットも記載しています） 

（２）具体的な改善策について 

Ａ．日本語指導の大切さを職員全員で共有する【教務部】 

 

 

 

 

 

Ｂ．「新聞」を学びに利用する 【校内学力向上委員会】 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「自分で計画を立ててよく勉強している児童」は、全国平均と比べほぼ同様ですが少し多く

なっています。 

○ 「朝食は、毎日よく食べている児童」は全国平均よりは低くなっていますが、「どちらかと

いえば食べている児童」を加えると全員となり、全国平均を超える状況です。 

△ 「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと考えている児童」は多く９割近くとな

っていますが、１割の児童は「いじめ」について迷った判断をしている。→G 
△ 「国語や算数の授業で学習したことは、将来社会に出た時に役立つと考えている児童」が国

語は全国平均を下回り、算数は上回る状況でした。しかしながら、「国語も算数も勉強が好

きな児童」の割合は、全国平均を上回っています。児童にとって、より楽しく、わかりやす

い授業へのさらなる工夫改善に今後も継続して努めていきます。→ABCDEF 
△ 自分にはよいとことがあるとはっきりと答えられる児童は３割に満たない状況にあり、全

国平均よりも若干低くい値になっています。→G 
△ 読むことの大切さが伝えられている新聞についてですが、全国的にも少ないが、本校も読ん

でいる昨年度よりも少なくなっています。今後もその必要性や触れる機会が多くなるよう

工夫改善していきます。→ABC 

①主述の整った文を書かせます。 

②文章の構成を意識した文章作りや読み取りをさせます。 

③文章の要旨を理解したり、伝えたいことが明確な文章を作ったりさせます。 

④既習の漢字を日常使用する中で定着させます。 

以上の観点で、添削指導を適宜行い、言語活動の基礎を整えます。 

添削場面例：「社会科授業の今日のまとめを、二文でまとめる」「総合的な学習の時間でポ

スターを作成するときの文章」「児童会ポスターやプリント」など 

①高学年フロアの掲示板に、新聞の記事を常時掲示・更新し、新聞が自然に目に飛び込む環

境をつくります。 

②４～6年を対象に、新聞の「天声こども語」のタイトル付けに取り組ませ、タイトル付けが

しっかりできるようになれば、文章の意味をつかむ力、読み解く力がつき、今後の国語の必

要な力を見に付けるためにも有効であると考えます。 
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Ｃ．「自学をととのえる」強化週間を実施する 【教務部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ．「わかる・楽しい授業」への授業改善を図る  

(ICT機器活用)校内研究の取り組み【研究部】 

研究主題「情報活用能力を高めながら学ぶ子どもの育成」 

       ～ICT機器を用いた個別最適な学び・協働的な学びの実現に向けて～ 

○ICT機器活用研修・ブロック実践交流会 

    ・教師が情報機器の扱いに熟達し、計画的に活用の場面を設定することで、児童の情報機

器を適切に扱う力が育てていきます。 

    ・情報機器を用いた指導法を教科横断的に取り入れることで、個別最適で協働的な学びの

場を生み出すことができると考えます。 

  情報機器を適切に活用し、実態にあった個別最適な学びを行う子ども 

           情報機器を自らの思考・表現に生かし、積極的に協働的な学びをする子ども 

  このような子どもの育成につながると考えて取り組んでいきます。 

 

E．「読書」を児童の定着させる取組を推進する【文化部】 

 

 

 

 

F．学習規律の徹底・定着を図る 【教務部】 

『２０２２度版 祝梅小を 「ととのえる」』の完全な実行を目指します。 

・学習規律を徹底させ、安心して落ち着いて学習できる教室環境をつくっています。 

・学習習慣を形成するため、宿題や自学ノートの取組を推進し、家庭への啓発、児童の家庭学

習への意欲づけを継続しています。 

・学習規律の徹底（立腰、話し方・聞き方等）    →年間 3回の自己評価・改善 

・教室環境の整備（整理整頓、掲示物等）      →年間 3回の自己評価・改善 

・家庭学習の習慣化(学年×１０分＋１０分)  

＜校内研究課題 ２年次の１年目＞ 

①自学の習慣化をめざします。 

②今までの自学の取り組みを振り返り、さらなる意欲化を図ります。 

③自学に集中して取り組める期間を設定します。 

 実施期間は、チャレンジテストに合わせて取り組みます。 

◎重点目標…ノートに日付、学習の始まりと終わりの時刻、課題、まとめ(振り返り)を書く。 

   第 1期(チャレンジテスト 6月 21日～)・・・6/21～7/1 

 ◎重点目標…学年＋10分の時間を意識して取り組む 

    第 2期(チャレンジテスト 11月 21日～)・・・11/14～11/25 

 実施方法 

  ○初日    今までの取組を振り返る。(学習時間・内容など)【自学提出人数チェック】 

  ○強化期間中 自学をチェック→素晴らしい取組ノートを紹介(その場、お便りなど) 

  ○期間終了  【自学提出人数チェック】 

    ※①開始時 ②終了時 ③終了から 2週間後 ④夏休み前の 4回     

目指す子ども 

①定期的に「読書週間」を実施し、本に親しむ時間を確保していきます。 

②PTA「パステル」による読み聞かせや「クローバー」による図書の森の環境整備を継

続していきます。 

③国語などの授業で利用したりすることを推進してきます。 

④図書館司書によるブックトークにより関心を高めます。 
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→年間 3回の児童アンケート・保護者周知 

 

G. 一人一人を大切にした学級経営の充実を図る 【教務部】 

・「ルール」と「リレーション」の関係を重視した学級経営を図っていきます。 
・児童の成就感、達成感をもつことができるように、多様な活動の場を設定していきます。 

・児童と教師、児童同士の共感的な人間関係を構築し、いじめや不登校のない学年、学級づく

りをしていきます。 

 


